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Abstract “Nishiure Dengaku” is an important intangible folk cultural asset. The objective of this study is to 
establish the video-based digital archive of the “Oshie” which is the knowledge included devotion inherited from the 
predecessor. In this paper, we describe the literature survey carried out for digital image archiving of the program. 
We report on the intermediate result and the problem which extracted and organized “Oshie” about the program from 
previous research carried out in 1930 (early Showa era), 1960s(mid Showa era), 1990s(early Heisei era). 
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1 33 [1] 
No. 演目名 No. 演目名 
1 庭ならし 18 よなぞう 
2 御子舞 19 鳥追い 
3 地固め 20 殿舞 
4 地固めもどき 21 早乙女 
5 剱 22 山家早乙女 
6 剱もどき 23 種おり 
7 高足 24 桑とり 
8 高足もどき 25 糸引き 
9 猿の舞 26 餅つき 
10 ほた引 27 君の舞 
11 舟渡し 28 田楽舞 
12 鶴の舞 29 佛の舞 
13 出体童子 30 治部の手 
14 麦つき 31 のた様 
15 田打ち 32 翁 
16 水口 33 三番叟 
17 種まき 

 

2 12 29  
No. 演目名 No. 演目名 
1 高砂 7 さお姫 
2 しんたい 8 惺々 
3 梅花 9 屋島 
4 山姥 10 野々宮 
5 観音の御法楽 11 辨慶 

6 鞍馬天狗 - 
閏舞 閏年でない

ため奉納なし  
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今の代の別当･能衆
のx年時点の情報

別当の
･舞映像
･｢教え｣
…など

今の代の別当･能衆
のy年時点の情報

別当の
･舞映像
･｢教え｣
…など

n代目の別当･能衆
のz年時点の情報

n代別当の
･舞映像
･｢教え｣
…など

… … …

民俗学･舞踊学
の研究者

別当・能衆 自治体・
観光業者

西浦の田楽の｢教え｣映像デジタルアーカイブ

継承時の
参考資料
として
活用

研究資料
として活用

観光資源
として
活用

伝統技術等、
｢教え｣の継承
を目的とした
アーカイブ化
の仕組みの
確立
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 種
別
演
目
名
違
い

参
考
文
献

文
献
に
記
載
の
内
容

回
答

早
川
(1
93
0)
前
の
庭
な
ら
し
と
同
一
服
装
の
ま
ま
で
、
た
だ
腰
に
鈴
を
差
し
て
い
る
の
が
巫
女

を
暗
示
し
て
い
る
と
言
え
ば
言
え
る
。
（
以
下
略
）

鈴
を
腰
に
差
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
が
、
正
誤
不
明
で
あ
る
。
鈴
の

扱
い
に
関
す
る
決
ま
り
は
な
い
。

山
路
(1
96
4)
上
組
能
頭
が
刀
を
差
し
、
白
い
上
布
を
着
て
、
右
手
に
鈴
、
左
手
に
扇
を
持
っ
て

幕
屋
か
ら
舞
庭
に
出
て
く
る
。
（
以
下
略
）

最
初
か
ら
右
手
に
鈴
を
持
つ
と
あ
る
が
、
最
初
か
ら
持
つ
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
幕
屋
か
ら
で
は
な
く
楽
堂
か
ら
出
る
。

山
路
(1
96
4)

（
中
略
）
後
に
は
散
米
盗
人
と
し
て
梅
平
地
が
控
え
、
太
鼓
の
ゆ
っ
く
り
し
た
一

打
毎
に
近
づ
き
、
七
打
目
に
わ
ぜ
地
に
触
れ
て
小
走
り
に
退
る
。
こ
れ
を
都
合
十

二
度
繰
り
返
す
が
、
そ
の
間
に
上
布
を
取
る
（
六
度
目
）
、
返
す
、
烏
帽
子
を
取

る
（
九
度
目
）
、
再
び
冠
せ
る
等
の
事
を
行
な
い
、
十
一
度
目
に
「
今
の
禰
宜
は

さ
い
は
い
を
も
っ
て
き
ん
じ
ょ
う
／
＼
　
お
れ
は
こ
れ
を
も
っ
て
き
ん
じ
ょ
う
／

＼
」
と
唱
え
、
十
二
度
目
に
御
幣
を
取
っ
て
し
ま
う
。
（
以
下
略
）

吉
川
(2
01
2)

（
中
略
）
後
ろ
か
ら
散
米
盗
っ
人
の
梅
平
地
が
揉
み
手
で
一
歩
一
歩
忍
び
寄
る
。

足
運
び
に
合
わ
せ
て
太
鼓
が
打
た
れ
る
。
戻
る
時
は
足
早
で
太
鼓
も
連
打
さ
れ

る
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
し
、
三
度
目
に
烏
帽
子
を
背
後
か
ら
盗
り
、
一
度
退
い

て
戻
す
。
ま
た
忍
び
寄
る
。
二
回
目
で
水
干
を
奪
う
。
水
干
も
返
し
て
戻
る
。
次

は
一
度
目
で
ゴ
ザ
オ
リ
を
奪
っ
て
終
わ
る
。
（
以
下
略
）

早
川
(1
93
0)

（
中
略
）
「
か
あ
ち
ゞ
ち
ー
　
ち
ら
ゞ
う
ち
ー
」
一
渡
り
こ
れ
が
終
る
と
「
さ
さ

ら
」
役
は
榾
口
に
退
き
な
ら
ん
で
位
置
を
占
め
る
。
そ
こ
へ
子
供
と
称
す
る
二
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
花
笠
を
被
り
、
手
に
扇
を
持
っ
て
現
わ
れ
、
「
さ
さ
ら
」
の
囃
し

に
つ
れ
て
舞
い
が
あ
る
。
一
舞
い
終
る
と
腰
掛
を
出
し
、
そ
れ
に
二
人
が
背
中
合

せ
に
腰
掛
け
、
開
扇
に
顔
を
当
て
て
、
互
い
に
寄
り
掛
っ
て
い
る
。
（
以
下
略
）

山
路
(1
96
4)

楽
堂
に
平
行
し
て
腰
掛
を
一
つ
置
く
。
上
布
を
着
け
花
笠
を
冠
っ
た
「
君
の
舞
の

子
」
と
称
す
る
別
当
と
桃
田
地
が
、
扇
を
手
の
平
に
挾
ん
で
持
ち
腰
掛
を
中
に
向

い
合
う
。
別
に
ス
リ
サ
サ
ラ
を
肩
に
し
た
「
君
の
囃
し
」
が
二
人
立
ち
、
別
当
も

楽
堂
の
中
央
に
腰
か
け
る
。
笛
・
太
鼓
・
ス
リ
サ
サ
ラ
の
楽
で
「
チ
ャ
チ
チ
チ
・

チ
ラ
ラ
リ
ラ
ー
ラ
」
と
別
当
が
口
拍
子
を
取
る
と
二
人
の
舞
い
手
は
そ
の
場
で
一

度
ま
わ
り
、
次
に
逆
ま
わ
り
で
場
を
入
れ
か
わ
る
。
こ
れ
を
二
度
す
る
と
二
人
は

背
中
合
せ
に
腰
掛
に
腰
を
か
け
る
。
（
以
下
略
）

-
し
ず
め
山
路
（
19
64
）
、
吉
川
（
20
12
）
で
は
し

ず
め
に
関
す
る
解
説
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

早
川
（
19
30
）
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

早
川
(1
93
0)
し
ず
め
面
の
解
説
は
あ
っ
て
も
し
ず
め
自
体
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。
折
口
信
夫
が
西
浦
田
楽
当

日
に
調
査
に
訪
れ
た
際
に
、
別
当
が
「
部
外
者
は
見
学
で
き
な
い
」
と

折
口
に
伝
え
た
が
、
折
口
は
諦
め
ず
役
場
で
見
学
許
可
証
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
見
学
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

地
能
2番

御
子
舞
早
川
（
19
30
）
で
は
腰
に
鈴
を
差
す
と
あ

る
が
、
山
路
（
19
64
）
で
は
手
に
持
っ
て

出
て
い
る
。

地
能

16
番
水
口

山
路
（
19
64
）
と
吉
川
（
20
12
）
で
盗
人

役
が
近
づ
く
回
数
、
盗
む
物
の
順
番
が
異
な

る
。

地
能

27
番
君
の
舞

早
川
（
19
30
）
で
は
腰
掛
け
を
出
す
タ
イ

ミ
ン
グ
を
舞
が
一
通
り
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ

る
が
、
山
路
（
19
64
）
で
は
最
初
に
腰
掛

け
を
置
い
て
い
る
。

回
数
に
つ
い
て
は
奇
数
回
と
な
っ
て
い
る
の
が
正
し
い
。
近
づ
く
際
も

7歩
で
あ
る
。
盗
む
順
番
は
烏
帽
子
、
水
干
、
ゴ
ザ
オ
リ
の
順
で
あ

る
。

腰
掛
は
演
目
の
開
始
前
に
置
く
。
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